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175　　　　 胎盤付着異常症例に対する預血式 自

家血輸血 の 臨床的有用性に関する検討

176　　　 子宮内膜 腺上皮、間質、子 宮筋に お け

る 細胞増 殖 と細胞死 の 制御 は 月経周期 で どの よ う

に異な る か
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［目的 1他家血 輸血 に対す る
一一・tw市民の懸念は各種感

染症スクリ
ー
ニングの 導入に関わ らず 増大 して きて い る。

そ こ で、我 々は胎盤付着異常症例に 自家血預血 を行

い 大量出血の リスクに 対応 して きた 。 しか し、 出血量の

予測が 困難 な ため 預血量 との ミスマッチが 不可避で あ

る ． そ こで、今回 こ のよ うな観点から胎盤 付着異常

症 例 で の 預血 式自家血輸血の 臨床的有用性 と限界

に つ い て 検討 した。［方法］1989年 1月か ら1995隼 8月

までで．妊娠 15週から33週までの 問に診断 された胎

盤付着異常症例47例（低置胎盤12例，前潰胎盤 …5例）

を対象 とした、1回採血量は体重 4　Ok9以上の症例で

400tni、40   未満で は200mlとした．採血された血液は

凍結または液状保存 し．帝王切開術中あるい は術後

に輸血 した．出血量 と貯血量 とか ら自家血預血の 有

用性に つ い て検討 した。［結果1（1）総預血量は 350m1 か

ら2400m1 まで、平均986rrtlで あっ た．分娩時出血 量は

125m　1から5300in1まで、平均1435ml で あり、低置と前

置胎盤に 分け る と平 均出血量はそれぞれ980mS と

1590mlで あっ た が、両者間に有意差はな か っ た。（2）

出血量が 1000ml 未満で預血が不要 と判断 された例

は低置胎盤7例で 前置胎盤 14例で あ っ た．（3）臨床的

に輸血の適応 とされる 1000m似 上出血し、自冢血 輸

血に よ
・
⊃ て ト

ー
タル失血量が iOO　Omi　LM内に収 ま り特段

貧血治療が必要でなか っ た例を有用 と判定する と、

低置胎 盤では6例 中3例で あ り、前置胎盤では21例中

12例で あっ た 。 （A）預血 と出血量のミスマッチで失血量が

1000m1 を越えた例 は 低置胎盤 2例、前置胎盤9例であ

っ た。［結論］胎盤付着異常に 対 し他家血 輸血 を回避

する 目的て預血式自冢血輸血を行 っ た場 合、現時点

で 臨床的に有用であ る と考 えられ るの は、低置胎盤

群で25％であ り、前置胎盤群で34 ％ であ る。

【目的】子宮内膜腺上皮、内膜間質、子宮筋 に お

ける月経周期 と細 胞増殖能 及びapoptosis の 関係 に

つ い て 検討 し、月経周期に お け る こ れ ら の 制御が

そ れぞ れ．の 部位 で ど の よ うに 異 なる か を 明 らか に

す る こ とを 目的 とした。　【方 法】手術 時 に摘出子

宮 よ り子宮内膜、 筋層を採取し 、 4％ PFA に て 固定 。

apoptosis は TdT −mediated 　dUTP ・biotin　nick 　end −

labelling法 に よ り検 出 した 。 ま た 、 連続切片 に対 し、

bcl−2及び Ki−67の 染色 を LSAB 法 に て 行 っ た 。 月経

周期 は組織学的 に 決 定 した。　【成 績】腺 上 皮 の

apoptosis は基底層に 主 に 出現 し 、 出現数は 増殖期

G4 ± O．8tHPF（nニ13）、分泌期初明中期0．3± 0．6（n＝5）、

分泌期 後期 8．2± 5．2（n＝5）で 、分 泌期後 期 に有意 に

多か っ た 。 逆に腺上皮の bc］−2は増殖期に 強 く発現

して い た 。 ki−67陽性細胞は増殖期 に多く分泌期 に

はほ とんど認め られなか っ た 。 他方、内膜間質 の

apoptosis は 分泌期後期 に 多 い 傾 向 に あ る が 、有意

な差は見られな か っ た。また 、bcレ2の 染色性 は増

殖期 と分泌期 で 差 を 認 め なか っ た 。 Ki−67陽性細胞

数 は 分泌期 初期 中期 で
一端滅少す る が 、増殖期 と

分泌期後期 で 差 を認め な か っ た 。 子宮筋層 で の

apoptosis 細胞 数は 各周期 で 0．2 ± 0．2／HPF 、0．3 ±

O．2、O．3± 0 ．1で あ り、bcl−2の 染色性 と ともに差 を

認 め な か っ た 。 Ki −67陽性細胞 数 は各周期で 1．6±

L91HPF 、2．2± 1．7 、 7．1± 6、9で 分泌期後期に有意に

多か っ た 。　 【結論】子宮内膜腺上皮の 増殖を停止

させ 、 分化 を司 っ て い た分泌 期 の 内分 泌環境が消

退す る時期 は 、十二 分 な 分化 を遂 げ る こ とが 出来

ない 基底層腺 上皮 に apoptosis を誘導す る。一方、

こ の時期は内膜間質、子宮平滑筋で はむ しろ増殖

的 で あ り、同 じ内分泌環境で 細胞増殖 と細胞死 が

逆転 して い る こ とが 判明 した 。
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